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　本研究では，馬介在学習プログラムにおいて児童が学びを獲得するプロセスを，小学校5年生女子の半年間に渡る
学びの記録に着目して質的に検証した。その結果，馬介在学習プログラムでは，児童が馬に対するおそれや自分に対
する不安を乗り越えることを通して，自ら一歩を踏み出す勇気が育まれたとともに，馬や仲間と一緒に活動する経験
を通して，他者とかかわる力が育っていったことが明らかになった。このような子どもたちの育ちから，馬がもつ特
性が学びを獲得する機会をもたらしているということが示唆された。
　In this study, we aimed to clarify the learning process in the Equine Assisted Learning program for children by 
focusing on the learning story of the girl in grade 5 for half a year. As a result, the children developed courage by 
overcoming fear of horses and anxiety to themselves, and they also developed communication skills by interacting 
with horses and friends. This result suggested that characteristics of horses provided the opportunities for 
metaphorical learning.
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1.問題と目的
⑴馬介在学習とは
　馬介在学習（Equine Assisted Learning）とは，「発
達や学習の目標を達成するために馬を経験的に組み入
れるものであり，メンタルヘルスの専門家や馬の専門
家，その他の特別な専門家が，クライアントや馬ととも
に活動する協同的な取り組みである」と定義されてい
る（EAGALA, 2015）。現在海外においては，EAGALA
や PATH INTERNATIONALな ど の 団 体 が 中 心 と
なって，馬を用いたさまざまな活動（馬介在活動：
Equine Assisted Activities）を実施している。Kieson 
& Abramson（2017）によると，馬介在活動には，馬介
在学習，馬介在療法（Equine Assisted Therapy），馬
介在心理療法（Equine Assisted Psychotherapy），ヒポ
セラピー（Hippotherapy），治療的乗馬（Therapeutic 
Riding），治 療 的 ホ ー ス マ ン シ ッ プ（Therapeutic 
Horsemanship）などのさまざまな活動形態が存在する。
馬介在学習は，このような馬介在活動のうち，特に教育
的な目的をもって行われるものである。
　本研究の調査対象プログラムは，教育的な意図をもっ
た活動であるため，上記の活動形態の中では馬介在学習
に分類されるものであると考えられる。調査対象プログ
ラムのねらいや活動内容については，後に詳しく述べる
こととする。
⑵なぜ馬を介在させるのか
　クライアント（参加者）が学びを獲得するためのパー
トナーとして馬が適している理由を，EAGALA（2015）
は「馬の身体的特徴」「馬がもつ社会性」「馬の要求」「馬
の役割」の４つの観点から述べている。
　まず「馬の身体的特徴」についてである。EAGALA
（2015）は，「馬は大きく力の強い存在であり，これが人々
に対して恐怖を克服し，自信をつけるための機会を自然
と作り出す。」「恐怖を克服し，馬とともに課題に取り組
むことは，自信を得ることができるだけでなく，人生に
おけるあらゆる恐怖や挑戦などに対処するときに役立つ
メタファー（比喩）を得ることができる。」と述べている。
馬は人間よりも大きく力の強い生き物であり，ときに人
は恐怖を覚えることもある。しかし，そのような恐怖を
乗り越えて馬とともに活動することは，人に対して自信
や挑戦することへの勇気をもたらすものであると考えら
れるのである。
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　次に，「馬がもつ社会性」についてである。EAGALA
（2015）は，「馬は社会的な動物であるという点で，人と
非常によく似ている。」「馬は群れでの役割を決め，仲間
と一緒にいることを好み，パーソナリティーや態度，雰
囲気を区別する。また，ときに頑固で反抗的にもなるが，
楽しいことを好む。」と述べている。「人間に近い存在で
ある」ということは，すなわち人が親しみをもちやすく，
ともに活動する仲間として適しているということである。
EAGALA（2015）は，このような馬の社会性が，「比喩
的な学びのための多くの機会をもたらしてくれる」と述
べている。
　続いて「馬の要求」についてである。EAGALA（2015）
は，「馬は世話をするときや活動するときに『仕事』を
要求する。」「即座の満足感を得ることや『簡単な方法』
が標準となっている現代において，馬は人々に対して，
人生のあらゆる側面で成功し価値ある存在となるための
身体的・精神的な仕事を要求する。」と述べている。人
は馬と関わる中で，馬が要求していることを読み取り，
それを叶えるための行動をする必要が生じる。その際，
人は馬の世話をする「身体的な仕事」だけでなく，馬の
気持ちを読み取る「精神的な仕事」をすることも要求さ
れるのである。このような「仕事」は，馬と関わる場面
に限らず，社会生活におけるさまざまな場面で用いるこ
とができる「比喩的な学び」をもたらしてくれるのである。
　最後に「馬の役割」についてである。EAGALA（2015）
は，「馬は非言語的コミュニケーションに対して敏感で，
人からのメッセージに応答する。人々は馬たちの応答に
親近感を抱き，まるで自分の身近な人が応答し，自分自
身が熱中していることや，恐れ，夢などが行動に現れた
かのような印象をもつ。馬はこれらの関係性のシンボル
（象徴）となり，経験に基づき状況に即し，情緒的に安
全な方法の中で，人々に対して自分の人生のこれらの面
をどのように変えるべきかという課題を乗り越える機会
をもたらす。」と述べている。つまり，馬は人の感情や
思いを映し出す「鏡」となり，人に課題を認識させ，そ
の課題を乗り越える機会を与えるのである。
　以上の４つの観点から，馬は人に対して学びの機会を
もたらす重要な存在として位置づけられている。そして，
これらは他の動物にはない馬ならではの特徴を強調する
ものであると考えられている。
⑶調査対象プログラム「馬学び（UMANAVI）」とは
　本研究の調査対象プログラムは，ホーストレッキング
ファーム三浦海岸（乗馬クラブ・神奈川県三浦市）と
TIDE POOL（アフタースクール・神奈川県三浦郡葉山町）
が連携して実施している，馬介在学習プログラム「馬学
び（UMANAVI）」である。この馬学び（UMANAVI）
はEAGALAメソッドをベースに構成されており，アフ
タースクールに所属している小学生児童を対象に，月１
回（年間12回）実施されている。馬学び（UMANAVI）
の目的や活動内容については，以下の表１に記述する。
　この馬学び（UMANAVI）の最大の特徴は，「馬を学
ぶ」ことではなく，「馬を通して学ぶ」ことに重点が置
かれているということである。つまり，馬に関する知識
や馬を扱う技能などを身につけることは直接的な目標で
はなく，馬とのかかわりを通して多様な感情を経験した
り，自分自身のことを振り返ったり，仲間との関係を築
いていったりすることを目指しているのである。
　本研究では，馬学び（UMANAVI）における子ども
たちの活動の様子を観察することを通して，子どもたち
がプログラムの中でどのような学びを獲得しているのか
を明らかにし，馬介在学習の教育的な意義を見出すこと
を目的とする。日本において馬介在学習について取り上
げた研究は存在せず，また調査対象プログラムである馬
学び（UMANAVI）は日本における数少ない馬介在学
習の実践である。この先駆的な取り組みを取り上げるこ
とは，日本における新たな教育実践の可能性を探る上で，
意義あることであると考えた。
表１　馬学び（UMANAVI）の目的および活動内容
目　　的
子どもたちが馬とかかわる体験を通して，さ
まざまな感情を経験しながら，「共生する力」
を育んでいくこと。
「共生する力」
の具体的な姿
・ 勇気…馬に対するおそれや自分自身に対す
る不安を乗り越えようとする力。
・ 協調性…一人ひとりが自分の役割に責任を
もちながら仲間と協力することができる力。
・ 自己肯定感…ありのままの自分の姿を認め
ることができる力。
活動内容
・あいさつ…馬との出会いの時間。
・ 馬房掃除…馬房にある糞(ボロ)や汚れてい
るオガ粉を取って綺麗なものに入れ替える
活動。
・ グラウンドワーク…放牧場で子どもたちが
馬と一緒に設定された課題に挑戦する活動。
・ 散歩…子どもたちが馬を曳いて街中や海岸
を馬と一緒に歩く活動。
・ 乗馬…馬に乗ってジムカーナなどの課題に
挑戦する活動。
・ 振り返り…プログラムを通して自分が感じ
たことなどを振り返る活動。
２.方法
⑴調査対象プログラム
　馬学び（UMANAVI） … ホーストレッキングファー
ム三浦海岸（乗馬クラブ・神奈川県三浦市）とTIDE 
POOL（アフタースクール・神奈川県三浦郡葉山町）が
連携して実施した馬介在学習プログラム。
⑵調査日
　平成28年４月26日,５月24日,６月21日,７月19日,８月
30日,９月20日（全６回）
⑶調査対象児
　TIDE POOLに所属し，馬学び（UMANAVI）の活動
に５回～６回参加した，小学校１年生～５年生までの児
童７名（男児６名，女児１名）を分析対象とした。この
うち本研究では，小学校５年生女子のはなか（仮名）に
着目する。はなかを選定した理由は，プログラムを通し
ての育ちが最も顕著に現れた児童であると考えたからで
ある。
－76－
千葉大学教育学部研究紀要　第67巻　Ⅰ：教育科学系
⑷指導者兼調査協力者（専門領域）
　吉村優一郎（馬），佐藤由明（心理），今村直樹（自然
教育）
⑸調査手続きおよび分析方法
　参加観察法を採用し，馬学び（UMANAVI）におい
て児童が活動している様子をビデオカメラで撮影した。
活動終了後，ビデオカメラの映像をパソコンで確認しな
がら，児童の発言や行動，表情などを言語化し，それぞ
れの児童ごとに個人記録として整理した。さらに，その
個人記録をニュージーランドの保育記録形態であるラー
ニング・ストーリーの形式でまとめ，各児童が活動の中
でどのような感情を経験し，どのような学びを獲得して
いたのかを分析した。それぞれの児童の各回における最
も特徴的な場面については，事例として取り上げてより
詳細に分析した。なお，児童の名前については，個人が
特定できないようすべて仮名とした。
3.結果と考察
⑴エピソード１「タンドラとの出会い」(４月）
　はなかは，馬たちにあいさつをする際に緊張した表情
を見せ，タンドラ(注・馬名)に近づくことをためらっていた。 
また，タンドラと隣の馬房のヒビキ(注・馬名)がじゃ
れ合っている様子を見ると，困惑した表情で「大きい
…」とつぶやいていた。集合した際に吉村先生から「ど
うだった？」と訊かれると，率直に「怖かった」と
語ったが，「あいさつをすることはできた」と答えた。 
　その後，再びタンドラにあいさつをしようと試みた。
先程よりも少し緊張が和らいだ様子で，タンドラの馬
房の中に入ろうとするが，「えー怖い，無理」と言い，
なかなか近寄ることができない。吉村先生が「どうし
て怖い？」と訊くと，「大きいから」と答えた。しかし，
はなかは自ら少しずつタンドラとの距離を縮め，まず
は顔を撫でることができた。なかなかタンドラにハグ
をするところまでは至らなかったが，吉村先生からの「ど
うする？小さい馬からにする？」という質問には首を
横に振り，「やっぱりタンドラがいい？」と訊かれると
頷いていた。
　はなかは最初の緊張が特に強く見られた一人であった。
それに加えて，選択した馬が馬格が大きく，かつ馬房の
中で活発に動くタンドラであったため，最初は馬の大き
さや動きに圧倒されてしまい，おそれを強く感じていた。
はじめはなかなかタンドラに近づくことができなかった
が，徐々に自らタンドラとの距離を縮め，顔を撫でると
ころまでできるようになった。これは，はなかが「タン
ドラに触りたい」という意欲と「大きくて怖い」という
おそれの間で揺れ動きながらも，勇気をもって少しずつ
タンドラに近づこうとしている姿であると捉えることが
できる。また，吉村先生から「他の馬にする？」と訊か
れた際に首を横に振り，タンドラと関わることにこだわっ
ていた姿からは，「タンドラと仲良くなりたい」という
はなかの強い意思がうかがえる。
　この後，はなかは，活動を重ねるにつれて少しずつ馬
とふれ合うことができるようになり，リラックスした状
態で馬と関わるようになるが，その第一歩は必ずしも順
調なものではなかったのである。最初に自らの力で「馬
に対するおそれ」という壁を乗り越えて，自分から馬に
近づくことができた経験は，はなかにとって自信につな
がったと考えられる。
⑵エピソード２「リーダー，どうする？」（５月）
　馬房掃除を終えると，りょう(注・児童名)をリー
ダーとするグループは，サクラ(注・馬名)を草むら
まで散歩に連れて行った。はなかは，リーダーのりょ
うに「どこにつなぐの？」と問いかけて，りょうと
相談しながらサクラをどこに連れて行くか決めてい
た。2人はサクラを電柱につなごうと試み，はなか
は「本結びにする？」などとりょうに問いかけなが
ら，自らリードを電柱に結ぼうとしていた。
　第２回の活動ではなかは，りょうと同じグループになり，
りょうと相談しながら一緒にグループをまとめようとす
る姿が随所で見られた。サクラを散歩に連れて行った際
のこの事例では，はなかが「サクラをどこへ連れて行く
か」「電柱にどのようにしてつなぐか」といったことをりょ
うに問いかける場面が見られ，リーダーとしてのりょう
の立場を尊重していることがうかがえた。りょうは，は
なかよりも年下であるが，はなかは彼のことをリーダー
として認め，馬と関わる際のモデルとして信頼している
ことがうかがえた。この２人の関係は，前述のエピソー
ド１の場面から始まっていた。はなかがタンドラになか
なか触れることができず戸惑っていた際に，りょうは触
り方の見本を見せて,２人で一緒にタンドラの顔を撫で
ようとしていた。このときのりょうの行動が，はなかが
信頼を寄せるようになったきっかけの一つであると考え
られる。
　また，活動に少しずつ慣れていくにつれて，はなかが
自分の思いや考えを表現する機会が増えてきた。その中
で，周囲に気配りをしたり必要に応じて指示を出したり
するなど，リーダーとしての意識が徐々に芽生えてきて
いることがうかがえた。次の第３回の活動では，はなか
がリーダー，りょうが副リーダーとなり，この事例とは
立場が入れ替わることとなったが,２人は協力して互い
にサポートしながらグループを率いていた。２人は馬と
のかかわり方を一緒に考えていく中で，互いの関係を深
めていったのだと考えられる。
図 2 タンドラとの出会い② (本文にはタイトル明示せず，エ
ピソード 1の表中に加える) 
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図 1 タンドラとの出会い① (本文にはタイトル明示せず，エ
ピソード 1の表中に加える) 
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図 3 リーダー，どうする？ (本文にはタイトル明示せず，エ
ピソード 2の表中に加える) 
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⑶エピソード３「不安を乗り越えて」（７月）
　放牧場で一人で馬
を曳くグラウンドワー
クに挑戦した。はな
かはヒビキの一歩前
を歩きながら，落ち
着いた様子でヒビキ
を曳くことができて
いた。ヒビキが立ち
止まった際には力強く曳き手を引っ張り，自分の意思
をはっきりと馬に伝える姿が見られた。同じグループ
のかずき(注・児童名)が挑戦している際には，かずき
の傍を一緒に歩き，時折進む方向を指で示したりしな
がら，かずきの挑戦を見守っていた。
　散歩を終えた後に吉村先生が感想を訊くと，「馬が辛
抱強く動かなかったりして，引っ張ったりしても動か
ないときはすごい不安になった」と答えた。佐藤先生
が「難しかったり不
安になったりしたと
き，どうやってクリ
アした？」と尋ねる
と，「頑張って『こっ
ち行こうよ』って(伝
えた )」と答え，「伝
わった？」という問
いかけにも頷いて答
えた。
　はなかは落ち着いた様子でヒビキを曳きながらも，ヒ
ビキが立ち止まった際には力強く曳き手を引っ張る姿が
見られ，馬に対して自分の意思を伝えることができてい
た。また，かずきが挑戦している際には，かずきのこと
を傍で見守るなど，仲間を思いやる行動も垣間見られた。
客観的なはなかの姿からは，自分の意思を落ち着いてヒ
ビキに伝えることができているようであったが，はなか
自身は「すごい不安になった」と語っていた。このエピ
ソードの活動が，子どもたちにとっては一人で馬を曳く
初めての経験であったため，馬と関わることに慣れてき
たと言えども，自分一人の力で馬と向き合うことに対し
ては多少の不安を感じたのだと考えられる。しかし，そ
の不安を乗り越えて，「こっちに進みたい」という自分
の意思を明確に伝えられたということは，はなかにとっ
て自信につながったのではないだろうか。そして，「馬
に自分の意思が伝わった」という実感を得られたという
ことは，「馬は自分のことを理解してくれた」という実
感を得られたということでもある。はなかはこのグラウ
ンドワークを通して，馬に対する親しみや信頼感を抱く
ことができたのではないかと考えられる。
⑷エピソード４「絶対サクラと一緒に歩くんだ」（８月）
　海岸まで馬を曳い
て散歩に連れて行っ
た。はなかは最初は
笑顔であったが，度々
道草を食べようとす
るサクラに苦戦し，
少しずつ表情が険し
くなっていった。サ
クラのスピードが速くなると，「ゆっくり」と言いなが
ら曳き手を引いてスピードを抑えようとしていた。サ
クラは草を食べようとして，はなかがいる道端の方へ
常に寄って行こうとするため，はなかはサクラに足を
踏まれて転んでしまうこともあった。道草を食べよう
とするサクラを制止することを繰り返す中で，はなか
はサクラが道端に寄ることを未然に防ごうと試みるよ
うになった。
　振り返りの
際 に，佐 藤 先
生が「どうだっ
た ？ 馬 引 っ
張ってみて」
と尋ねると，
「最 初 は 馬 に
引っ張られていたけど，最後の方は自分から引っ張れ
るようになった」と答えた。さらに佐藤先生から「最
後何で一緒に歩けるようになった？」と訊かれると，
はなかは「自分が引っ張らなきゃ馬が勝手に行っちゃ
うし，転んでも早く立ち上がらないと邪魔になったり
するから，早く立ち上がってやらなきゃいけなかった」
と答えた。
　このエピソードの場面からは，はなかが強い意思をもっ
て馬と関わっていることがうかがえた。前回の放牧場で
のグラウンドワークの活動では，はなかは自分の意思を
ヒビキに伝えようと試み，実際に自分の進みたい方向へ
ヒビキを誘導することができていた。だが今回は，始め
のうちは道草を食べようとするサクラをなかなか思うよ
うにコントロールすることができず，どうすればよいか
戸惑っている姿が見られた。しかし，徐々にサクラの行
動を理解していくにつれて，サクラが道端に寄ろうとす
るのを未然に防ごうとしたり，曳き手を引いてゆっくり
歩かせようとしたりするなど，はなかが自分の意思をサ
クラに伝え，それにサクラが応える姿が見られるように
なった。
　囲いのない外の世界で馬と一緒に歩くということは，
中の世界では味わうことができなかった自由や開放感を
感じることができるが，その一方で人が強い意思をもっ
て馬と向き合わなければ，馬にも迷いが生じる。また，
馬が道端に生えている草を食べに行こうとしたり，車や
人が行き交ったりするなど，周囲の状況は刻々と変化し
ていく。そのような世界で，はなかが自分の思い通りに
いかなくても，諦めることなく粘り強くサクラと関わり
続け，最後にはサクラと心を通わせることができたのは，
はなかの強い意思とサクラのことを理解しようとする気
持ちがあったからであると考えられる。はなかの馬に対
する親しみの感情が強くなり，信頼感が深まるきっかけ
となった場面であった。
⑸エピソード５「あ，私もう馬のことが大好きだった」（9月）
　　　　　　　　　　　 　 　これまでの半年間（６回）
の活動の振り返りを行った。
佐藤先生の問いかけに対し
て，ワークシートに自分の
思いを書くというかたちで
活動を進めた。「これから馬
とどういうことをしたい？」
という問いかけに対して，
はなかは「馬に乗れるくら
図 6 絶対サクラと一緒に歩くんだ① (本文にはタイトル明示
せず，エピソード 4の表中に加える) 
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図 7 絶対サクラと一緒に歩くんだ② (本文にはタイトル明示
せず，エピソード 4の表中に加える) 
 
 
 
 
 
 
 
縮尺：100% 
 
  
図 4 不安を乗り越えて① (本文にはタイトル明示せず，エピ
ソード 3の表中に加える) 
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図 5 不安を乗り越えて② (本文にはタイトル明示せず，エピ
ソード 3の表中に加える) 
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図 8 あ，私もう馬のことが大好きだった (本文にはタイトル
明示せず，エピソード 5の表中に加える) 
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い仲良くなりたい」「もっと馬と心をかよわせたい！」
「タンドラやヒビキなど（サクラも）の大きな馬とも仲
良くなりたい」「とにかくたのしく一生けん命，馬が自
分だったら…馬はどうおもっているか？」「馬が大好き
になるだから，馬との時間（１時間30分）を大切にし
たい」と記していた。
　このエピソードの場面からは，はなかの馬に対する率
直な思いを読み取ることができた。はなかは，これから
馬と一緒にやってみたいことを数多く挙げていたが，そ
れらには「馬ともっと仲良くなりたい」「馬の気持ちを
理解したい」といった思いが込められていることがう
かがえた。これは，はなかが「馬のことをもっと理解し，
より深い関係を築きたい」という思いを抱いているため
であると考えられる。
　また，はなかは「馬が大好きになるだから，馬との時
間（１時間30分）を大切にしたい」と記しているが，こ
こでの「になるだから」の部分がもっている意味は非常
に大きいと考える。最初に「になる」と書いたときには，
はなかは「馬のことをこれから大好きになりたい」とい
う思いをもっていたが，一度立ち止まって自分の気持ち
を整理してみたところ，「すでに自分は馬のことが大好
きであった」ということに気づいたため，「だから」に
書き直したのだと考えられる。馬学び（UMANAVI）
における振り返りの活動は，このように自分の心の動き
に気づくための重要な時間である。はなかの文章からは，
これまでの６回の活動で馬との関係を着実に深めること
ができたとともに，馬がはなかにとって夢中になれる大
切な存在となったことがうかがえた。
⑹はなかの育ちのまとめ
　はなかは活動に慣れるまでは，自分の気持ちや思いを
出すことは少なかったが，仲間と一緒に活動を重ねるに
つれて，少しずつ自分の思いを主張し，周囲を引っ張る
リーダー的存在となっていった。はなかは周囲の状況に
気を配り，自分から活動に参加することに対してあまり
積極的ではない子に役割を与えたり，必要に応じて指示
を出したりしながら，仲間と一緒に活動することを大切
にしていた。特に最年少の１年生２名のことをよくサポー
トするようになったことからも，はなかが仲間を思いや
る優しさを深めていったことがうかがえた。また，リー
ダー的役割を務める経験を重ねていくにつれて，自ら進
んで発言することが増えるようになったことから，自分
に対する自信を高めていったこともうかがえた。
　馬との関わりについては，はなかは最初に馬へのおそ
れの感情を強く抱いていた一人であった。第１回の活動
では，馬の大きさと雰囲気に圧倒されてなかなか触るこ
とができなかったが，はなかはおそれながらも少しずつ
馬との距離を縮め，自らの力で馬とふれ合うことができ
るようになった。おそれの感情が和らいでからは，馬へ
親しみや信頼を抱くようになったとともに，馬に対して
自分の意思を伝えることもできるようになった。そして，
半年間の活動を終えた段階では，「馬ともっと心を通わ
せたい」という願いをもつようになるまで馬との関係を
深めることができた。はなかが振り返りの時間に記して
くれた「馬のことが大好きである」という思いからも，
馬たちがはなかにとって信頼できる仲間のような存在に
なったことがうかがえた。
4.総合考察
　本研究では，半年間の馬介在学習プログラムの実践を
観察することを通して，プログラムにおける子どもたち
の育ちを明らかにし，馬介在学習の教育的な意義を見出
すことを目的とした。研究を通して明らかになったこと
として，以下の３点が挙げられた。
⑴「勇気」と他者とかかわる力の育ち
　対象児として取り上げたはなかの育ちにも見られるよ
うに，子どもたちがさまざまな場面で馬に対するおそれ
や自分自身に対する不安を乗り越える中で，自ら一歩を
踏み出す「勇気」が大きく成長していった。この「勇気」
は馬学び（UMANAVI）におけるテーマであり，プロ
グラムを通して育みたい「共生する力」の中でも最も重
視していたものであった。子どもたちは，一歩を踏み出
そうとする気持ちと，それを躊躇する気持ちの間で葛藤
を繰り返しながらも，勇気を発揮して馬と向き合うこと
ができた。このような経験は，子どもたちの心の成長に
大きく役立つものであり，人生におけるさまざまな葛藤
場面に対処するときのメタファーを得ることにもつながっ
たと考えることができる。
　また，プログラムの中では仲間と力を合わせて馬と関
わる活動が多く取り入れられていた。その結果，はなか
のようにリーダー的役割を務めた子は，リーダーシップ
や仲間を支えようとする思いやりの面で特に育ちが見ら
れた。一方，フォロワー的存在として活動に参加した子
は，リーダーを支えて仲間と協力する協調性の面で特に
育ちが見られた。子どもたちは自分の役割を務めながら，
仲間や馬と関係し合い，他者とかかわる力を育んでいっ
たと考えることができる。
⑵「馬」という存在の価値
　EAGALA（2015）は，クライアントが学びを獲得す
るためのパートナーとして馬が適している理由を，「馬
の身体的特徴」「馬がもつ社会性」「馬の要求」「馬の
役割」の４つの観点から述べていた。実際に馬学び
（UMANAVI）の活動の中でも，これらの馬の特性は重
要な意味をもっていた。
　まず「馬の身体的特徴」である大きさや力の強さは，
子どもたちがおそれを乗り越える「勇気」を発揮する機
会を自然と作り出していたとともに，それを乗り越える
ことで得られる自信ももたらしていた。そしてそれらの
経験を通して，子どもたちは人生におけるさまざまな葛
藤に対処するときに役立つメタファーを得ることができ
たと考えることもできる。
　次に「馬がもつ社会性」として挙げられている「人間
に近い存在である」という点は，子どもたちが親しみや
信頼感を抱くことにつながっており，ともに活動する仲
間として適していた。はなかのエピソードにも見られた
ように，親しみや信頼感は「もっと馬と仲良くなりたい」
という思いを抱くきっかけとなる。そのような思いから
馬と継続的にかかわりたいという意欲が生まれることで，
馬介在学習における学びのプロセス
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さらなる学びの機会を得ることが期待されると考えられる。
　続いて「馬の要求」については，子どもたちは馬房掃
除などの「身体的な仕事」を通して馬との関係を築いて
いったとともに，馬の様子をよく観察して馬の気持ちを
考えるという「精神的な仕事」にも取り組んだ。このよ
うな経験は，他者の気持ちを読み取り，適切なかかわり
方を考えるといった，人間関係において必要不可欠な力
を育むことに役立つものであると考えられる。
　最後に「馬の役割」については，子どもたちは自分の
思いや意思を馬に伝え，それに応答した馬からのメッセー
ジを読み取る経験を通して，自分なりの馬とのかかわり
方を模索していった。特に馬と１対１で向き合うグラウ
ンドワークや散歩の活動は，子どもたちの意思と馬の意
思がぶつかり合う場面であり，その中で子どもたちは馬
と折り合いをつけて，目標を達成するために試行錯誤し
ていった。馬は子どもたちの感情や思いを映し出す「鏡」
となって課題を認識させ，子どもたちはその課題と向き
合いそれを乗り越えながら，一歩ずつ着実に成長していっ
たのである。
　EAGALA（2015）によって示された以上の４つの観
点からも，馬は子どもたちに学びの機会をもたらす重要
な存在であるということが明らかになった。そして，馬
を用いた学びである馬介在学習の教育的な意義は，これ
らの馬の特性を最大限に用いて，人が学びを獲得するこ
とにつなげているというところにあると考えられる。
（3）今後の課題と展望
　本研究では，子どもたちの学びを事例研究の手法を用
いて質的に検証したが，子どもたちの感情の揺れ動きや
連続性のある学びを描写することができたという点で，
一定の成果を上げることはできた。しかし，分析の客観
性には課題が残ったため，今後は子どもたちの育ちを量
的な視点からも検証していくことが必要であると考える。
本研究で得られた示唆を基に，今後は子どもたちにとっ
てさらに充実したプログラムを提供することができるよ
う，理論・実践の両面からプログラムの改善を目指して
いきたいと考えている。
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